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RecoverPoint for Virtual Machines

エンタープライズレベルのVMWare環境において、スナップシ

ョットとレプリケーション技術を併用し、システムの即時復旧を
目的としたBCPソリューションです。

製品概要

RecoverPoint for Virtual Machines（RP4VMs）は、VMWare vSphereとの連携によりストレージに
依存せず、保護仮想マシンからのWrite I/Oから更新データのみのレプリケーションが可能です。また
、更新データは事前定義したRPOに基づいて保護サイト(コピー)側のジャーナルボリュームと呼ばれ
る、保護期間を基準にサイジングより算出されたボリュームに対して、Point in Time(SnapShot)とし
て保存されます。リカバリの際はジャーナルボリュームの保護期間内において、このPoint in Timeを
復旧点として保護仮想マシンを起動します。この時使用するネットワーク環境は、事前定義済みネット
ワーク設定、DHCP、vSphereバブルネットワークから選択が可能です。

RP4VMsで仮想環境のデータ保護課題を解決
仮想環境管理者とITマネージャが直面する課題

仮想マシンの急増

RP4VMsによるTCO削減
帯域幅のコストを最大90%削減し、運用コストを節約

複雑な管理

限られたIT予算と
TCOの上昇

•VM粒度の保護が欠如
•RPOとRTOのギャップの拡大
•厳しいデータ保護SLAへの対応

•一括した監視とコントロールの欠如
•異種で非常に多くの管理GUIの乱立
•煩雑なワークフローへの対応
•リカバリプロセスの自動化が欠如

•サイロ型インフラのデータ保護
•リソース利用の最適化
•災害リカバリのTCOが上昇

RecoverPoint for Virtual
Machinesはこのような
諸問題を全て解決します！！

0

15

1

22

3

13

9

24

0

15

1

22

3

13

9

24

0

15

1

22

3

13

9

24

圧縮 優先順位付け変更点のみを複製

0

15

1

22

3

13

9

24

ライト
フォールディング

0

15

1

22

3

13

9

24

0

15

1

22

3

13

9

24

重複排除

保護データ

送信データ



Dell Customer Communication - Confidential

DELL EMC

RecoverPoint for Virtual Machines

DELL EMC RecoverPoint for Virtual Machines:

シンプルで効率性に優れた実証済みのソリューション

RecoverPoint for Virtual Machines（RP4VMs）は、アーキテクチャとしては、
VMware vCenterプラグイン、vSphereハイパーバイザーに組み込まれた
RecoverPoint書き込みスプリッタ―、すべて包括的にVMWare ESXiサーバ
ー環境に統合された仮想アプライアンスから構成されます。

RP4VMsは、仮想マシンレベルの細分性で仮想マシンを保護し、VMWareが

サポートするあらゆるタイプのストレージ接続によってアクセスされる仮想マシ
ン(VMDK及びRDM)をレプリケートします。

RP4VMsには、プラグインを介してVMWare vCenterと完全に統合されたオ
ーケストレーション機能と自動化機能が組み込まれています。VMWare管理
者はこれらの機能を使用することで、ターゲット サイトのローカルまたはリモ

ートから一つまたは複数の仮想マシンを保護するための可視性と制御性を得
ることができます。
また、DRテスト用の検出、プロビジョニング、オーケストレーションの自動化、
任意のポイント イン タイムへのフェイルオーバー及びフェイルバックを全て
vCenter Web ClientのGUIから実行できます。

VMWare管理者は、CG及びCGのセットを使用することで、VMWare ESXiク

ラスター全体に存在する相互依存アプリケーション間の整合性を維持しなが
ら、選択したポイント イン タイムへのリカバリを実行できます。

例えば、ビジネス分野の一例を示すと、販売注文システム、支払いトランザク
ション、在庫管理、サプライ チェーン管理など(これくらいは全て仮想マシンに
展開される)、エンド ツー エンドのビジネストランザクション プロセスの運用を
正しく復元するパワフルな機能を最大限に活用できます。

DELL EMC Storage Analyticsとの統合

DELL EMC RP4VMsをDESA(DELL EMC Storage Analytics)とのと統合す
ることで、VMWare vRealize Operations Manager内でRP4VMsのインフラ

ストラクチャを分析的に可視化できるため、迅速な展開が可能になります。ま
た、ダッシュボードやヒート マップなどのビジュアル化ツールを実用的な容量/

パフォーマンス分析に利用できるようになります。

メリット

DELL EMC RecoverPoint for Virtual Machines

によって組織が実現できること

• 信頼性の高い反復可能なプロセスによって
OR/DRのデータ保護ワークフローを合理化

• ビジネス ニーズおよびデータ保護ニーズの変化
に素早く対応

• テストと開発で別々に使用するレプリカを提供す
ることで、アプリケーションの開発サイクルを短縮

• データセンターの移行を最小限の中断で実行

• バックアップ操作にオフサイト レプリケーションを
利用することで本番サイトへのインパクトを回避

• データ保護に関する必須のSLA(Service Level 

Agreement)にVMWare管理者が対応可能

• DESA(DELL EMC Storage Analytics)を介して
VMWare vRealize Operations Managerと統合
することにより、仮想化インフラストラクチャを詳
細に可視化
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